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経気遣感染に依る実験的肺結核症に関ナる研究結:Villemin以来多数の研究者に依って行わ
れ，人体に於ける肺結核症の発生機転に関し幾多の解明の鍵を与えて・来た。例えば Virchow
以来のご元論に対し実験的肺結核症の研究比一元論に有力主主根拠を与えた。更に Pirquetのア
レルギ{学設ば実験的肺結核症にもこ霊感染実験を要求し，家兎を用いた経気道J感蛮熟実験に於
凶配ch'(1いて初感染結核と再再.感染結核の病変について Tδ匂ppis叫1子り〉が最初に成績を発表して以来多数の
業業崎結
性病変V r多弐:増殖i Eるが，他方空洞を形成しき欠第に病変は士宮惑の一途を辿ると言うに乙始まり海漸 性生と主紅 
点に於いて先人の実験成績は大体一致している O 然るに感作群(再感染結核)に於いては必宇
しも諸家の成績が一定せ-y.， 平期反応を呈ナる点で除一致しているが，時日の経過と共に細胞
浸潤巣が乾酪化を呈せ歩吸収ナる報告がある反面，乾酪化わ拡大を認めている報告がある O と
の成-積の不一致は感作の強弱や再感染菌量及び菌株の差異に依るものと考えられている。我々
政 Soper(均等Burke(5)にたらい生体胸部撮影を実施し，初感染群と再感染群の 2群の経気迫感
染による実験的家兎肺結核症について肺結核症の発生並びに経過を観察し，時日を遁って家兎
を屠殺して「レ」線胸部所見と肉眼的所見とを対比し，組織学的検索を行った。その結果初感染
群では従来人型菌に依る家兎肺結核症でその発生が至難であった犬葉性乾酪性肺炎を見，特に
「レ」線所見に於いて一定の「レ」線学的浴伏期を経て急:激にその発生を認めた。叉再感染群に於
いては結核アレノレギ{に依る所謂平期反応が出現し，時日の経過と共に治癒傾向を辿る事を認
めた。以上の所見は絡にコッホ氏現象を肺に於いて再確認した事になるが，初感染群に於ける
大葉性乾官官性肺炎の発生病理及び再感者宅群に於けるアレノレギ戸を伴える免疫現象について考察
し知見を得たので発表し，批判を受けたい。
実験方法 感染方法:上記結核菌 25mgを手摺法により 5cc
動物:成熟家兎 481~ く無感作群 27匹，感作群 21 の生理的食塩水に均等に浮遊せしめ，頚部切開にiti(
匹)0 y気管を露出し，菌液を気管内に静かに注入した。
使用菌:病訴停止した特定患者の暗疾より実験の との際病変を一側に限局合せる目的で家兎をl司定後
都度ベトラユヤ ニ又は岡，片倉培地に分離培養した 頭部を約 4，00 に持土げ，更に左側を下に約 600傾斜F
初代人型菌くK1株〉を用いた。培養期I聞は 6週間 させて大体病変を左ij Iiのみに限局せしb得た。感作
で発育良好な集落よリ鈎菌した。 には向上菌液の 1ccく5mg)を背部皮下に詑射し 4 
18 州ljil- iliijil(ib4正唱瑞jf応同問i(日目日:z引出1前;)!H制|(f『M:1古布i4主)目hl1I(:?叫i 
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週後 10倍ヅペJレク Pシ液にで「ツJ反応陽転を確4?， 実験成績
5週日に再感染せし占うた。再感染方法は初感染方法 1.無感作群
と金〈同一にした。 便宜上金実験期間を 3群に分けた。即ち第 I群は
血管遣彰法:頚動脈より 50%硫酸パリウム液 20 菌注入後 1日よ !J8日で病変指数が 20以下「レJ線
ccを注入して射出肺を撮彰した。 所見上何等病的陰彰が認められない。第E群は 9日
病変指数:病変の拡りの量的表現は最も広汎に犯 より 2遇迄で病変指数が 70前後肺門部上 P下野に
される肺葉(通常左下薬〉を縦隔賓側で矢状面に割 放線状の陰彰を認める。 3週以後 6ヶ月迄が第E群
面を入れ，全面を切片標本にしてプラェメ ターで で病変指数が 90以上ー側全野が均等濃厚陰彰を基F
病変部面積と肺莱全面積との値を求め， ζの両者の し5週から空洞像を認必透。各群の全症例の成讃は
比の百分率を病変指数として現わした。 一括しで第 1表に示ナ。
第 1 表
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肉眼的所見 、
I群:K 7-49，K 29-49く共に 2日〕の 2例を除き
肺表面及び制面で病変を認めないか或は微細粟粒大
の友白色透明結節が散在し，上記2一日例では碗豆大
の暗赤色の肺炎巣が相当散在ナる。
E群:肺の容量は噌大し， paravertebralに金業
の 2/3に及ぶ友白色の瀬蔓性肺炎像を曇し，更にそ
の中に黄友色のIj、結節が散在ナあ。生体胸部「レj線
所見で、左下野に放線状の均等濃厚陰影として認、必ら
れたのはとの肺炎に依って生じたl注意手である。
皿群:特に左下菜の全部或は殆んど全部が硬度容
量を暫し，表面割面共に地図状の黄友色の乾酪巣を
有ナo大業性結核性肺炎となり， 7週以後乾陥巣が
広汎とな P空洞形成は 5迎から全例に見られ長男j例
程拡大四傾向を示し，最大の空洞は1.5cm X 2.5 cm 
k達ナo(K 1-50(16迦)J。
以上の病変の拡りを病変指数で表わし，各病日毎
の平均値.をとると I群では 2日を除くと 11以下で
経過と共に帯加し E群に入ると念搬に噌加し 50_. 
90となり，1II群は殆んど 100となり以後とれを持続
している。 く詳細は石橋豊彦教授 f実験的肺結核症
に就てJく千医誌28，89，昭 27)参照〉
5週以後線維性即1膜癒着が部分的或は全面的に見
られ，肋l県佐惨出液は K16-49く12週〉に 3cc(血
液性)K 5-50く16迦〉に 25ccく黄色調渇，結核菌
陽性〉存在ナる。
剖検所見と生存中の胸部「レj線所見との比較に就
てはlUに報告(のした。
以上を要約すれば I群では粟粒大の友白色透明結
節が割面で見られるが， li群では全葉の 2/3に及ぷ
友白色の亜大葉性結核性肺炎となり， 1II群では大葉
性乾酪性肺炎となる。 5週以後空洞と線路ー性肋!民癒
着が認められ， 7週以後は乾酪化及び空洞む拡大が
著明となる。
組織学的所見 
I群:主に肺胞壁の肥厚と細業性の細胞浸潤のみ 
である。肺胞壁は多形核白血球と大惨出細胞による 
浸潤と肺胞撞細胞の噌殖肥大とにより肥厚してい
る。浸潤巣の肺胞内には多形核白血球と大惨出細胞
が多数惨出し， Kl-49(1日〉では多形核白血球が多
数で大惨出細胞は認められず， K 7""749，K 4-48く共
に2日〉の 2例には小薬性の細胞浸潤巣が多数存杭
し，赤血球を含必る柴依の肺胞内諺出が見られる。
食された結核苗を見るが， Ij、数で菌形は小さく曲つ 
て居P頼粒状を曇ナる事もある。 K 3-50く6日〉で
は一部に肺胞内浸潤細胞が崩壊し，核の破片が認め
られエオジンで赤色に染つた病巣く爾後類壊死巣と
呼ぶ〉があれその周囲に歩数の線維芽細胞と淋巴 
球が見られ，との類壊死巣内には結核菌が多い。細
胞浸潤内の菌は 6日以後で、1程度の噌加を示し大惨出
細胞に食食されている。しかし何等変化の見られぬ
肺胞壁で菌を見る事は非常に稀である。
細胞浸潤巣内の気管支周囲には単核細胞が浸潤し
多形核白血球大法出細胞淋巴球も見られあ。気管支
上皮の粘液分泌は旺盛で上皮下固有層"1:1に少数の多
形核白血球，大器出細胞淋巴球を認める。大気管支
より小気管支の病変が強い。 
E群:広汎な細胞浸潤巣内に斑状のおi壌死巣を認
めるに写畏 1)。その諺出細胞は大惨出細胞を主体と
し，淋巴球綜維芽細胞類上皮細臨多形核白血球稀に
極〈少数の多核性豆細胞が見られる。少数の結核菌
は大惨出細胞に食食されているが K4-50 (9日〉でt
拡散在ナる多核性豆細胞が 10ケ程の菌を食会して
いる。類壌死巣の周囲組織は類上皮細胞，大惨出細
胞線維芽細胞土りなる結核性肉芽組織からなるが徴 
弱で格子繰維の指加も軽度でああ。しかし菌は同巣
内で中等度に噌加し小川氏定量培養法を地行し菌の
培殖を調べた処第 1図に示ナ如<][群の菌数は I群
に比して5倍に念識に噌加ナる。 K10-48(2週〉の
細胞浸潤巣内に小範囲の乾酪化を見る。 E群の気管
支病変は細胞浸潤巣内の大気管支迄中等度の周囲炎
第 1図 肺臓の結核菌定量培養成績 
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及び軽度の気管支炎を起しでいる。第 2篇に述べる には高度の乾酪性気管支炎を見る。又大気管支の管
血管変化と同じく周囲炎が気管支炎上り強い点が共 陸内には乾酪物質-を認めるが，とれらの事実は管内
通している。 撤;ffjの可能性を考えさ守る。 
E群: 3週より 6週迄は大葉性結核性肺炎巣内に K 1-50 K 5-50 (共に 16週〉は大莱性乾酪性肺炎
斑状又は地図状を呈した乾酪巣が広汎に見られ，大 を曇し控訴j形成が著明jで、乾首長巣は線維化の著明な結
型fZ)結該菌がととに弱拡大で、も認め得る程多数存在 核性肉芽都織により包被されており，其処には肺胞
ナる。乾酪巣D 周閤組織は最内層tこ少数。大法出細 上皮の肱様化生が著しい。乾酪巣内に多形核白血球
胞，多形核白血球があり，その外側に線維芽細胞類 の膿凄状浸潤が顕著で， とれは 12週以後に於いて
上皮細胞淋巴球の居があれこ ζ に梅子線維の噌加 著しく，且又乾酷巣の軟化融解空洞形成も 12週以
と結締織・の軽度の括、殖が見られ毛細血管の新生があ 後に者二切なοで乾酪巣内の多形核白血球の膿窃状浸
るが 6週では特に著明である。ここにはJj iIi胞上皮の 潤(此の部分に結核菌が特に大量見られ石。〉と軟化
線様化生を 4週以後見る。軟化小空洞形成は 5週以 融鮪I~ との密接な関係を現わしてい答。翫に Pagelω
後見られ， 6週よりは乾酪巣は拡大し多形核白血球 武同氏(a)等もかかる事実を認めている。 Kl-50の乾
の膿展状浸潤があり菌を大量に認める。 酪巣に軽度の石fiA.沈着が見られ，空洞内壁が清帯化
類嬢沌巣は常に小範囲に止まり漸次発見されなく され空洞壁が線維化した所もあり，或いは気管支上
なる o 皮が結核性向芽軒織よりなる空洞内壁上に再生して 
3週と 4週の細胞浸潤主主の肺胞J:kJには柴法性物質 いる所もある。叉空洞が相接している場合両者の線
を見るが，格子線維の軽度のL増加があり菌を極〈少 維性空洞壁が乾酪化し，更に軟化崩解し融合して 1~
数発見する。 i.同の拡大が認められる。生体胸部「レJ線所見に依る
気管支病変は周凶炎はi怪<，気管え炎が高度で的! と空洞像の拡大が見られる治，以上の組織所見より 
ケ6くK 15-49o空洞拡大のさまざまの形式が窺える1lJ.出浸潤が強い。*1有層及び筋層の
K23-49く7週)K 16-49く12週〉は殆んど全葉が 月〉は写畏4に示す立n<亜大葉性乾酪性肺炎で空洞
乾酪化して居:V， 1持者では九マトキシロレエオジン 形成が顕著で‘乾酪巣怯結締織性に包被されていと3が
重染色で向l1i 16週より弱い。周聞の肺抱監は主として総維芳細市胞構造が窺えるがく写員 2)，後者では 
均等無構造で桃色に染っている。しかし両例とも鍍 胞，大惨出細胞により肥厚し，無気肺状を墨し非特
銀法に依れば乾酪巣内に格子線維が同形乃至地図状 其性被肢を形成しておれとれは健康なJi事胞に直接
に同線維の全〈破壊された個所を取り回んで居り している。その他類上皮細胞巣も見られ淋巴球が暫
く写員3)，その周固には術品Ij)J包構造を示している個所 加し結締織化が著しい。 16週以後抗巣内の気管支は
もあるので，との全葉に及ぶ乾酪化の成立は 6週迄 乾酪性気骨支炎以外に高度の気管支拡張を皐する。
の如く -lLは島腕状に肺炎巣内に乾酪巣がで、き乾酪 とれは周囲病巣の結締織化せる為に牽引された結果
巣周囲に肉芽組織も生じたが， 7週になってご失的 で、あると見倣される。
に全葉にlえよ乾酪化か宕;速に惹起きれ，然も 7週よ 亜群では K2-50 (3週〉を除いて全例に随伴性即j 
:V12過が均等無構造に桃色に染っている点から見 膜炎を認め，細胞浸潤巣に伴った限局性のi膜炎はJj)
て，乾酪化の傾向は時日の経過と共に強化されたも 単に即iJ).民肥厚のみで遣うるが，乾酪巣に伴ったものは
のと考えられあ c との際結紘菌数も飛躍的に噌加し 線維性乾酪性で肥厚の程度も前者よりも遺かに高度
ている。他方主として血管;河図の乾酪化されぬ部分 である。
は総維性となり線維芽細胞i掠巴球等が多数見られ肺 以上を要約すると I群は細葉性細胞浸潤と肺胞壁
胞上皮の腺様化生があり血管変化が著しい。K16-49 肥厚で、多形核白血球が多く病巣内の結骸性気管支
く12週〉の乾酪巣内に軽度の石友沈着がある。又右 炎，同周囲炎は軽度である。 E群は亜大葉性細胞浸
中葉。細葉性の細胞浸潤巣は充血強〈大惨出細胞に 1~~巣内に小範囲の類壊ぞE巣が散請:し，大法出細胞が
比し多形核白血球が非常に多く，可成の結核菌を認、 主位を占め，気管支周囲炎が中等度となり，気管支
める。此の細胞浸潤巣は新しい病巣で‘あって， 1群 炎は軽度である。 E群は大葉f生乾酪性肺炎を墨し， 
の細胞浸潤巣と同じで忌るから左!出の空洞から管内 5週以後空洞形成が見ら寸L，.溺i失拡大し乾酪性気管
性撒布により生じた病巣と考えられる。 支炎をも 7週以後見るが周囲炎は程度である。 16週
7趨12遡の乾酪巣内及び空洞に連続せる小気管支 以後は乾酪巣周囲部空洞壁共に結締織の暫殖が著明
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となる傾向会示し，気管支拡張が著しい。殆んど全
例に随伴性肋膜炎が見られ，後期には線維性乾酪性
でm~:厚の程度.も強い。抱月!血接関巣類壊死巣乾四年巣に
於ける菌量のn寺間的消長日.第 2図の5.aりである。
H.感作群 ・ 
再感染後 24時間迄を第 I群， 2日上!J4迦迄を第
E群としたが，とれは無感作のそれぞれの群と病変
指数「レJ椋所見が一致せる為である。第亜群は 5週
以後 1ヶ年迄で病変指数が 40以下に減少し rv J線
所見も IF:常像と大差たい。各群の症例の成績はープ括
しで第2表に示す。
1.肉眼前所見
I群: K22-49仁5時間〉の肺表面及び同制面には
5 
b 
病変を認めず，硬度大さもE常であるが)K5--47く1
日〉では宇米粒大の友白色透明な結問iが散在する。
「レJ線所見では異常陰影を認めない。
E群:1週迄はくK5-49く4R)を除いて〉主主し 
て左下葉に大葉性又は亜大葉性に暗紫色の肺炎巣が
あP硬度はかなり JFfしている。 10日以後では友白色
の亜大葉性の肺炎巣となり， 4週の 3{;al'こは肺炎巣
内に黄茨色斑状の乾酪巣が散在すーる。 E群の「レJ線
所見は左下野に肺門土り放線状。-均等濃厚1事務を見
るが，とれは上記の肺炎巣に主るものである。
亜群:小葉'!~1:叉は細葉 '1'生の比較的境界明瞭な黄友 
(1年〉のみK7-50、病巣が散在し，'1色叉は友白色の
左下葉Iて空洞化せ.o/J、葉性乾酪巣があり，右下棄は
大葉性の乾酪性肺炎を皐し掠指頭大の空洞が数ケあ
!J，肋膜は線維性に全面癒着すo K 7--50く1年〉を
除いて此の群の「レJ糠所見は殆んど疋常像左大差が
図 
伽 -0細胞浸潤巣に於ける結接菌畳
M6 
蜘由。喝類壊死巣i乞於ける結按蕗j母 
α=ロ1拾酪巣に於ける結核商量 
(i~J (Lb鋭校所見}
イ六× E睡曙陸働 
6 7 12 16 ， 1/ 密
ない o 1¥7-50 (1年〉は左肺野に 2日後、広汎な陰影
を生じ 5週以降その陰影は前I51J1したが， 7ヶ月日に
右肺野に広汎なF全影を生じた。以上の病変の拡りを
病変指数で表わし，各病円特ーの平均値で、示すと H洋 
萌後と70伴は念搬に晴加しi1以下であるが20では
なれこれを持続し， lf群は再び減少し晴減はある 
が 15程度となり， K 7--50 (1年〉のみは 100となっ
ている。く詳細は石橋教授「実験的肺結核症に就でJ
くす医誌， 28，89，昭 27)参Jm0) 
とれを要約ナると I 割:では肉眼 fl~J Iて著変を認めた
いが， H群は亜大葉性肺炎を塁し 4週でほとの中に
紐〈小範聞にl抱強巣が散在し，国群は細葉性又は小 
葉性の病巣に限局する。 1年例ρみ左下葉に空洞化
せる小葉性乾酪巣がる P 右下葉は大葉'l~t~乾f，~ft'I.，j:肺炎
となる。
組織学的関見 
l群:肺胞壁の肥厚主細葉性の細胞浸潤巣があ
れ、細胞普潤巣は多形核白血球，大惨日i細胞よりな
れ結核菌は少数で形も小ざいo K 5--47く1日〉で
は類壊死又は乾酪化を件った病巣もあれその周囲
に類上皮細胞，淋巴球，線維芽細胞，線紺細胞!とよ
あ結核性肉芽組織が見られ結締織紘維も;晴加せる噌
殖性結核となっている。此の類壊死巣或は乾酪巣に
も菌は少数存在しているが形は仲び伸びしており，
細胸浸潤巣の菌の形態と異っている。此の病巣fて接
した目別院に大惨出納開，淋巴球，線維芽細胞等より
冷お随ff'í~I~肋膜炎が限同事1: Iと存在す3。菌注入按 24 
時間で随伴性肋膜炎が生じた例は無感作群にも見ら
れぬし本実験では他l臓器の結核は殆んど見ないが本
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例では例外的に肝，牌，腎に噌殖性の粟粒結節が見 喰されでいるが細胞外には殆んど発見されぬ。 K8ー
られあ。以上の種々の点から考えで此の類壊死巣並  48 (1週〉でも歩数認、占うるが， 10日以後は極〈少数
びに乾酪巣は感作の為に皮下に接種した結核菌が血 とたっている。即ち抗原抗体反応に主り抗原たる結
行性に各臓器に運ばれて再接種時には既に類壊死巣 核菌が消費されたと考えられあ。肺胞内惨出液は  K
又は乾酪巣となっていたものと考える。斯の知き成  20-49く2日)， K8-'50 (5日〉に軽度に認められ，糠
績は  Lange，B.仰〉の報告にも見られ否。細胞浸潤 維素は ~8-48 く7 日〉で肺炎巣の肺胞内に極〈少量
巣の気管支には1程度の気管支周囲炎と極〈軽度の気 析出しでいる。肺炎巣内の気管支は  5日迄周囲炎が
管支炎があれことに単核細胞，多形核白血球，大 かなり高度で気管支炎は軽度であるが， 6日以後は
惨出細胞淋巴球が認められる。 両者とも同程度l'こ軽度となるが大気管支に比し小気 
E群:主として左下棄が亜大葉性く全葉の  2/3程 管支では強い。肺炎巣内の小範囲の類壊死巣の周囲
度で、 Paravertebral)に肺炎像を墨しく第  2編写農 では格子線維が軽度に噌加して居るが，乾酪化は  4 
9)小範囲に類壌死巣が散在している。細胞浸潤巣 週に至って小斑状に肺炎巣内に認められあ。此の乾
並びに類壊死巣は大器出細胞，多形核白血球，線維 酪巣の周囲には類上皮細胞が著明  I'e:現れており，格
芽細胞，淋巴球，類上皮細胞よりな  P稀に多核性E 子線維が乾酪巣を取り囲んで、中等度に指加してい
細胞が見られ， K20-49く2日)， K8-50く5日〉の細 る。此の類壊死巣，乾酪巣ではかなり多数の菌が集
胞浸潤巣で菌はかなり多数認められ大惨出細胞に食 落をなして発見され，形も伸び伸びしているが，無
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感作の E群の乾酪巣に比較ナれぽ菌も少数である で多数の菌が発見される。僅かに乾酪化から取残き、
し，乾酪巣の拡りも小範囲で、ある。 K21-49く4週〉 れた部分は主として血管周囲で結締織の噌加と肺胞
の乾酪巣に接した肋膜に限局性の随仲l生肋膜炎がる 上皮の腺様化生が見られ，無感作群の 12週に戸致
答。 K20-49く2日〕にも細葉性棺殖性乾酪巣が見ら しでい之3。乾酪巣内には乾酪性気管2支炎がるに気
れるが I群の K5-47 (1 1=1)の乾酪巣と同ーの成因 管支院内に乾酪物質・が見られ管内性撒布の起P得る
によるものと考えられる。 事を示しでい答。此の大葉性乾酪性肺炎は「レj線所 
E群:細葉性又は小葉性の細胞浸潤巣が散在し， 見並びに組織所見から見で管内性撒布に上って生じ
時に問巣の中心部に乾酪化を認、必る。細胞浸i閏巣で たものと考えあ。 f~J右下葉には広汎な線維性乾酪性
は綜維芽細胞と類上皮細胞が持に他の細F胞よ P著明 肋膜炎があ石。
であり， 8週以後は結締続性とな P肉変の傾向があ 之を要ナるに2日より亜大葉性に結核性肺炎像を
るく写覧5)0菌は時l'こ発見されあが極めて少数で， 基し 4週に至って軽度な乾酪変性を墨ずお。 5週以 
K 11-49く5週)， K 19-49 (8週)， K 13-49 後時日の経過と共に病巣は吸収され而も限局化し，週〉で12‘く
は全〈発見出来ぬ。乾酪巣の周囲を線維芽細胞，類 歩数のr:1:J心乾酪化ぜる或いは細胞浸潤にとど支った
上皮細胞，淋巴球による結該性肉芽組織が包被し， 細葉性又は小業性の暫殖性結核結節を残ナのみであ
ととに肺胞上皮の腺様化生があれ格子線維と結締 るn 気管支病変も比較的軽度で晴殖性となる。|浪局
織鶴維の中等度暫加が認められる。 6週以後で、は格 性にi限度の随伴性噌殖性肋膜炎を認める。然し K7
子線維が乾幣巣の中心を目がけて入り込んでい O -50 (1年〉は右下葉が大菜性乾酪性肺炎を曇ナ弓
く写員 6)。菌は少数存在するのみでE群に比較ナる が之は管内性撒布に依る為と考えられあ。感作群の
と減0:していお。気管支病変も亜群では肺病巣内の 細胞浸潤巣，類壊死巣，乾酪巣内に於ける結核菌の
小気管支が気管支炎同周囲炎を墨しているが，極め 泊、長を無感作群と比較すればE群の19)めでは両群と
で軽度で;!Jir殖性傾向が強い。然し長期例でもf/.J気管官 も同程度の菌数であるがz 以後日数の経過と共に第
支粘膜は多量の粘液を管腔内に産出しており f~J刺戟 3図に示す知〈減少し，無感作群で飛躍的に噌加す
の存在する事を示しでいる。 K7-50く1年〉は左下 るに反し，特に乾酪巣でも減少している事が認めら
葉に 1ケの桜実大の空洞を伴った刷業性の乾酪巣が れる。l
あれとれは軽度に線維性に包被され周囲の肺胞壁 者 案
は肥厚し無気肺様を皐している。その他総雑化せる 家兎を使用した経気遣性実験的肺結核症に闘する
細葉性病巣が認められる。右下葉は大葉性乾酪性肺 研究で無感作家兎群ξ感作家兎群の 2群に就いて，
炎を墨して全葉乾酪化し一部は軟化空洞化し，一部 同時に経気遣感染さぜてその成績を比較した主なる
に石友沈着が軽度に存在す名。此の乾酪巣には極め 研究を挙げoと第3表の如くであ o。そり成績を1A
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無感作 イ午 群
覧ナると感作群は無感作群に比して早期に広i凡な結 路巣以外では殆んど認められず且乾酪巣でも比較的
核性肺炎を星し，乾路変性も小範囲でその後時日の 少数である。之は抗原抗体反応によ  D消費され菌は
経過と共に病巣は  liJFrij化し，細菜結節性暫殖性結核 死滅し，僅かに乾酪巣内に少数が生存しでいるもの
が主病変となる成績を示したものが多い。此の事実 と考えられあ。無感作群ではとれに反し亜大葉性肺
は肺に於けるコッホ氏現象に相当しており，私の成 炎の出現時に結核菌は噌加L，以後乾酪化と共に噌
績も 1年例を除いてとの点に就いては全〈一致して 加の一迭を辿るが，特に軟化融解と同時に極度に噌
おりロッホ民現象の妥当性が確認された。即ち病巣 加してい答。両群に於けあ病巣内の結核菌のi宵長か
の拡  Pも再感染後 2日目には亜大葉性の拡りを示し ら見て感作群に於ける克疫現象の存在を立証出来
結核性肺炎像を呈するが， 5週以後には細葉性又は る。 
IJ、葉性の ~l殖性結核となり病巣の限局化治癒傾向が 次に肺炎巣の吸牧は感作群ではfレ」糠学的に確実
認められる。然るに此のヨャホ民現象の本態に就い に証明し得た。之は先人の成績ゆくゆのも全く一致し
て Lewandowsky，Kalb自eisch，Zeyland舎は初 ていあ。更に乾酪変性に就いては感作群は無感作群
再感染結核の差異は量的なものであると云い，その に比ナれば遅れて出現しく経気遣感染後無感作群は
組織所見より馬杉(11)教授は Hyperergieであると  2週感作群は  4週で出現〉極めて小範囲で、£る。無
見倣されている。我々の場合の組織所見を比較して 感作群では時日の経過と共に乾酪変性の範囲は広汎
見ると感作群の結核性肺炎に於ける浸潤細胞は無感 となり 4週後より軟化も認められる。従って肺炎巣
作群の結核性肺炎に於け忍浸潤細胞と全く同一であ の吸牧乾酪変性の強弱軟化現象の有無の点からも感
る。之は両群とも結核病変を形成する炎性細胞の構 作群の克疫現象は顕著でるる。
成が感作の有無!ご依って支配されておらぬ事を示し 最後に空洞形成でるあが，我々の実験では無感作
ていあ。従ってコヅホ氏現象の本態を  Hyperergie 群の 4週で既に軟化小空洞を認め，長期例は皆大空
であるとする馬杉教授の見解に左祖ナるものであ 洞を伴う。之に反し感作群では原則乏して空洞形成
る。更にコッホ氏現象の宇宙たる克疫現象に就いて は認められない。例外  ξして 1年例の左下棄に桜実
考察する為病巣内に於ける結核菌の消失，肺炎巣の 大の空洞を認め右下葉に管内性撒布による  E思われ
吸牧，及び乾酪変性の強弱や空洞形成の有無に就い あ大葉性乾酪性肺炎を呈しているのが見られあ。か  
~ 
て両群を比較しでみる。先づ結核菌の消失である かる再燃例は Burke，ωKalbfieisch(l:!)等も報告し
が，第 2図と第  3図に示ナ如く感作群では亜大葉挫 でいる。従って感作砕では空洞形成を見ないと云う
肺炎では柏多数認、必られるが，経過と共に減少し乾 事実の中に克疫現象'を如実に見守られたもの ξ考え
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る。然し乍ち感作群に於ける空洞形成に関しでは従 眼的に病巣が認、必得る迄に時日を要し玉以後経過と
来の報告は区々でああ。 Bieling-Sehwartz，(3)棄くの 共!と乾酪化途に空洞化し一部に噌猫性変化も生じ，
氏が空洞形成を認めなかったのに反し，武田(6)氏， 病変は多様複雑化し噌悪の一主主を辿る点と，菌注入 
Soper より目下部くり氏撃は時に空洞形成をBurke2)，く 後先づ最初に肺胞内診出細胞中主位を占めるものが
認占うている。為に人体肺結核に於ける空洞形成をコ 多形核白血球であ!J.，その後に大法出細胞が  ζれに
ツホ氏現象に於ける潰療と見倣しで，之を克疫現象 代る点では一致している。我々の成争責と諸家の成績
の表現でるると考える人もある。然し乍ら上記諸氏 とで最も大きな相違は大葉性乾酪性肺炎の発生であ
の実験条件に就いて検討して見るに，感作に使用し る。従来実験的肺結核に於いて大葉i生に乾酪性肺炎
た結核菌の菌株菌量が区々であれ蒋感染に使用し を惹起させる事は困難で、あわ偶然にのみ惹起され
た結核菌も同様に様々で・あ否。特に武田氏の実験主 主5と云われ，武田氏等は感作家兎にアドレナリン注
は殆んど方法が同一条件であり乍ら武田氏は空洞形 射後経気遣性に結核菌く半世代人型〉を多量く25m的
成を見たのに反し我々が見ないのは武田氏が継代菌 に感染せしめた場合にその発生を見たと報告してい
を使用し，我々は初代菌を使用した為でるると見倣 る。我々も初代菌による感作加アドレナ 9~家兎肺
される。後遺ナる如く初代菌は強毒性であ  D継代菌 結核症に於いて大葉性乾酪性肺炎を発生せしめた事
は毒カが弱っているので，とのごつの成績から見る は既報くli)の通りであり武田氏の成績を確認した。
之強毒性の結核菌は強度の抗体形成能がある如〈思 無感作家兎では  Soperが牛型菌の経気遣感染で亜
われる。との点に関しては更に感作菌量，菌株を変 大葉性の乾酪性肺炎空洞形成を符ている。又人型菌
えて遁求ずる必要がる与が，我々の実験条件は武田 では青/Jjく16)氏が強毒菌  O.2mgを経気遣感柴せしめ
氏，く13)久保伊〉氏の詑〈如く，抗原と抗体との量的関 大葉性乾酪性肺炎の発生を時に見た報告がある。我
係が最適比の場合と考えるならば，抗原抗体反応に 々の成績はK-l株 5mgを使用せる他の実験く17)ー〈町
よって亜大紫'(生結核性肺炎が発生し，抗原たあ結核 を併せて 4週以上観察した  55例中  35例に大葉性に
菌が殆んど消費された為に病巣は次第に吸牧され， 乾酪性肺炎を発生せし必得た。武同氏と我々の組織
空洞形成を見なかったと考えられる。若し抗原と抗 所見を比較すると大略一致すーる。然し我々の場合肝
体との量的或は質的関係が抗原過剰の如き場合には 変期の結核菌はそれ以前より噌加してρ るが，武田
残存抗原による乾酪化空洞形成を見る場合もあると 氏の揚合は減少しておれとの事実に基いて氏は乾
云える。従って重感染性実験的肺結核症に於ける空 酪変性の原因をアネJレギ F に求めているロ叉我々の  
i同形成に関しては， コッホ氏現象の成立に於いて局 4ヶ月例以後では乾酪巣の結締織化が見られるが，
所の壊死及びその外部えの排出を必ずしも必須な条 武田氏の  3ヶ月例には殆んど見られない。之は観察
件ではないとする馬杉教授の見解に我々は従うもの 期間の長短によるものと考えられる。武田氏の実験
であれ抗原と抗体との量的質的関係に依って規定 でも感作加アドレナリン群にのみ大葉性乾酪性肺炎
されるものであると考える。 が発生したにも拘らず，我々の場合は何故無感作群
以上種々の観点から見るも，我々の実験条件では 及び感作加アドレナ  Pン群に発生したのであらう
感作群に於ける顕著な克疫現象を認め得る。即ちア か。感作加アド  νナリシ群に於ける発生は武田氏と
レルギーを 1~1~った兎疫を我々の実験条件では認めた 同ーの哩由によるとするも，無感作群に於ける発生
事にな忍。然し乍ら実験条件の佳かの遣いに依つで は何処に根拠を求む可をであらうか。繰って我々と
アレルギーのみ張くして克疫の弱ν、場合，或は逝の 武田氏の実験条件を比較して見ると唯一の条件の差
場合の生起する事は諸家の成績が雄弁に物語つでい 異は使用結核菌が我々の場合は初代菌であり武田氏
る。要ずるに我々の場合には完全なコヅホ氏現象を は継代菌である事である。我々は特定のー患者のl睦
肺に於いて認めた。 疾より培養せる集落より採取した初代菌くKl株〉を
次に我々の実験でその発生を見た無感作者:に於け 用いた。此の差異によって我々の場合に大葉性病変
る大葉性乾酪性肺炎に就いて論ずる。無感作群に於 を得たと考えられる。佐藤く}!.O)氏は人型結接菌の分離
けo諸家の成績を見ると使用せる結接菌は牛型或は 直後の菌と継代培養菌の毒カを比較し，前者が強毒
人型で、而も使用菌量が O.OOlmgよれ，25mg，観察 性であると遮べ，桜井く:~1)氏，染谷〈均氏，小川〈助氏
期間も 3ヶ月より 4年に亘る長短様々でるる為その 等は継代培養による毒力の減退を報告しでいる。家
成績に相当の差還が見られる。然し感作群に比し肉 兎陀対しては牛型菌は人型菌より強毒性であるが，
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その牛型菌を使用せoSoper，ゆ日下部仰の成績は
大葉性乾酪性肺炎に近い成績を示してい答。従って
菌の毒力が強〈大量であれば無感作動物にも大葉性
乾酪性肺炎が起る事を我々の成績は証明している。
最後に人体の大葉性乾酪性肺炎との比較を試みる
事にナ否。人体の大葉性乾酪性肺炎は念撮に大葉性
に発現し，その組織像は BeitzkeC切によれば先づ
肺胞間質の毛細血管の著明な充血及び水腫を皐せる
充血期に始主れ極bて念速に肝変期に移行し肺胞
内の繰維素は部位によりその量の異る事が認めら
が，大惨出細胞は線維素の欠如ぜる肺胞降に特に多
い。病変が殴牧されたい場合は乾酪化に陥るが，乾
酪化は毎常ナべての場合に平等には発現しない。又
場合によっては結核性肉変も見られる。と主主べ、でい
る。 Beitzkeは病巣内の結核菌についでは殆んど越
べていないが，佐々木(27)氏によれば結核菌の分布状
態につき検討し，病巣は各部位一様なる構造を有せ
ず，気管支を中心として発現せる限局性病巣の集団
よりなれ個々の病巣内に結核菌が多量に存在しで
いる事を指摘している。最近浜本〈均氏等は組織学
的再検討を行い，小葉性乾酪性肺炎は菌陽性で多形
核白血球の反応が強 CIi念援な壌死による核片を混
じた乾酪物質・を中心としているが，大葉性乾酪性肺 
炎は綜維素と穆出液と少数の大惨出細胞よりなり穆
出細胞も肺胞壁も念搬にミイラ化して只陰影として
ζれを認b得るに過ぎない。しかし此等D病巣には
結核菌は認められないとー述べでいる。以上の諸氏の
述べる所を総括しで見oに充血期を経で念撮に肝変
期に移行し，此の組織像は一様ではないが，鎮維素
の肺胞内析出があにそとには結核菌は認、bられず
細胞浸潤巣には大惨出細胞が首位をしめ，病巣が暖
吹きれぬ場合は乾酪化ナるが一様には起らず乾酪巣
には多量の結核菌が認品られあ。その発生は細葉性
乃至小葉性病巣の集合と見倣されるが各小病巣は時
を同じくして突発性に惹起きれ肺葉全体に亘るのが
特徴であると云える。
以上の所見と我々の無感作群に於ける大葉性乾酪
性肺炎の組織像とを比較ナると，病変に時間的の特
徴が見られ1、病巣が念撮に融合して大葉性となれ
大惨出細胞が主位を占必ている点では一致している
が，人体例初期の如〈肺胞内に線維素D析出を見
ず，又病巣内に常に結核菌が陽性である等の点では
不一致であって，我々の実験では倫人体大葉性乾酪
性肺炎の発生病理の全てを詑明ナる事は不可能であ
あ。更に実験条件の吟味検討を加えて，より人体例
に一致ナる大葉性乾酪性肺炎の発生を実験的に惹起
せし必る必要を認占うる。とは云え人体乾酪性肺炎の
発生病理に対し武田氏の云う抗体局在化によるアレ
Jレギーの噌強に基〈大葉性乾酪性肺炎の発生病因論
以外に，我々は結核菌の毒力が強〈大量であれば初
感染結核と雄も大葉性に乾酪性肺炎D 発生ナる事を 
証明した。
結 論
無感作，感作家兎に初代人型結核菌を経気遣感染し経過を遁って逐弐屠殺1ヶ年迄観察し肺
を組織学的に検査した。併せて胸部「レ」線撮影を生体家兎に施行し次の成績を得た。 
1. 両実験群の比較により肺に於けるコvホ氏現象が確認された。 
2. 感作群に於ける経過則ち感染後2日で亜犬葉性の肺炎を生じ 5週以後段中心に乾酪化
を伴える或は細胞浸潤にと2:'まった細葉性増殖性結核結節とたった事実はアレルギ{を伴える
菟疫現象で設明ナる事が出来る。 
3. 無感作群に於いて一定の「レ」線学的潜伏期を経て多数の細葉性細胞浸潤巣から大葉性に
乾酪性肺炎が発生したが，之は犬量の強毒菌に基くものと設明出来る。 
4. 人体の大葉性乾酪性肺炎の組織像には倫不一致点を残すが，アレルギ{による病理発生
の説明もあるが，我々は大量の強毒菌によれば初感染結核と雄も犬葉性に乾酪性肺炎の惹起出
来る事を証明した。
調筆するに臨み，終始御懇篤なあ御指導と御校闘を賜った思師石橋豊彦教授並び、に絶大なあ御援
助を賜った健康保険療養所松績荘長久貝貞治博士に深〈感謝の意を表ナ。同僚神 ~[r，太田両学士，
市原，椎名「レ」線技師の御協力を深謝する。
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1. K24-49く無感作 10日〉
亜大葉性結核性肺訴を内に類壌死巣を見る。 
3. くめの波銀染色 

くので乾酪巣と見られた部位(左上〉

に格子線維の輪状の噌殖がある。
 
5. K 19-49く感作 8週〉
中心が乾酪化せる，或は肉変
傾向を示す細葉性噌殖巣。 
2. K 23-49く無感作 7遡〉

広汎な乾酪巣内には向肺脇構造が窺われ，

乾酪化をまぬかれた部分に椋維化を見  {;o
 
4. K15-49 (無感作 6ヶ月〉
空洞壁は乾酪拘質を附着し可成り結締織性とな
リ，周囲は肥厚せる肺胞壁で無気肺状を皐す。 
6. (5)の渡銀染色 乾酪巣周囲には結締織線
維の暫加があり， 格子線維が求心性に入り
込む，肉変部にも両線維の暫加がある。
